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平日 10 時 0 分から 19 時 0 分まで 9 時 0 分から 14 時 0 分まで

学校休校日 9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 児童デイサービス　ルピナス 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
・障がいに関係なく、安心して過ごせる環境づくりとその支援を行い、適切な事業を提供します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
子どもたちが気がねなく、アットホームな雰囲気づくりに努め「楽しく、明るく、のびのびと」を目指します。

支援方針
・こどもたちの意思及び人格を尊重し、子どもたちの立場にあったサービスの提供に努め個別の発達や特性に応じて心の発育をお手伝いします。
・活動を通して基本的な動作の支援、集団生活への適応訓練などを提供します。
・個別支援計画を相談支援員、保護者さん、関係機関と話し合いで創りのびのびと過ごせるよう支援します。

営業時間

土曜日

送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

毎日の健康状態を把握し、健康保持、個人の特性を理解し自立した生活を過ごすことができるよう、排泄・着脱・整容・衛生など日常生活の習慣を身につけることを支援します。

トレーニング用のお箸の利用。座った姿勢を維持しやすいように合った椅子を用意します。創作活動の工作やお絵かきで道具を使用し手先の感覚運動の向上を図ります。室内・戸外にて大
縄跳びやボール遊びなどで身体を動かして体幹反射神経を鍛えます。ビジョントレーニングにて追随性・跳躍性眼球運動の訓練を行います。

時計にシールを貼って数字・時間の概念を学びます。パーテーションを使って視覚刺激の少ない環境を作り集中力を高めます。季節に合ったおやつ提供、壁面季節飾りなどで季節感を視覚
で感じとれるようにします。音や光の過敏については集団活動であっても個別療育を行います。学校からの宿題などのサポート学習支援をおこないます。

挨拶や日常会話を通して円滑なコミュニケーションを図る。明日の下校時間やお知らせなどを答えることにより話す力を身につけ言語・コミュニケーション能力を高めます。異年齢との遊
びをとおし「遊びにより学ぶ」という協調性を大切にしています。

事業所外集団活動をとおして決まりごとを守りルールと社会性を身に付けられるように支援します。駄菓子屋にて買い物学習、モノレール乗車体験にて乗車内でのマナーを学ぶ、工場見学
や動物園などにて団体行動のあり方を学ぶなど。状況に応じて気持ちの切り替えが出来るよう支援します。

主な行事等

【季節行事】お誕生会、クリスマス会、ハロウィンパーティーなど
【長期休み行事】買い物学習、体験学習、工場見学など

家族支援

送迎時に学校や家庭での様子伺い情報を共有し、連絡ノートやメールなどで情報
を交換し今後の療育に生かします。 移行支援

学校や家庭と今後の進路について情報を共有し本児に合った共通の対応を
行います。

地域支援・地域連携

図書館や児童館など地域資源を活用し地域との交流を図ります。地域の学校や福
祉サービスと連携し包括的な支援体制を整えます。 職員の質の向上

研修や勉強会に参会し職員が積極的に学べる機会を設けます。職員会議や
モニタリング会議をとおして利用児童の現状と課題を話し合い統一した支
援を行います。


